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Abstract: The Miike coal mine was once the largest coal mine in Japan, and it was located in 
the area extending from Omuta in the Fukuoka Prefecture to Arao in the Kumamoto Prefecture. 
The coal mine was closed down in March 1997. However, the histories of the Miike coal mine 
and Omuta are inseparable. On 1 March 2017 Omuta celebrated its 100th anniversary as a city. 
As of 1 September 2017, Omuta’s population stood at 116971, and the ageing rate was 35.3%. 
Omuta is attracting nationwide attention once again, which a result of the efforts undertaken in 
the community to support people diagnosed with dementia. From 2005, the efforts to support 
these people were broadcast by the NHK (Japan Broadcasting Corporation), which contributed 
to the city’s popularity. In this paper, I seek to analyse the intersections between the histories of 
Omuta and the Miike coal mine by examining the NHK archives and its television documentary. 
I also mentioned the significance of the TV documentary in this context.
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抄録 : 福岡県大牟田市から熊本県荒尾市にかかる地域には、かつて三池炭鉱があった。三
池炭鉱は、国内産業の近代化や戦後の復興にエネルギー供給の担い手として大きな役割を
果たしたが、1997 年 3 月に閉山した。旧産炭地である大牟田市は、2017 年 3 月 1 日には










福岡県大牟田市は 2017（平成 29）年 3月 1 日に市制 100 周年を迎えた。2017（平成 29）年




和 35）年には戦後最大の労働争議、三池争議が、そして、1963（昭和 38）年には死者 458 人
を出した炭じん爆発事故が起きた。その後、1970（昭和 45）年度に最大出炭量 657 万トンを上

















































容補足のための追加申請を経て、最終的な閲覧数は 27 番組となった（表 1参照）。
２）調査期間と方法
番組閲覧は、NHK番組アーカイブス学術利用トライアルの閲覧スケジュールに基づき、







Ⅱ．昭和時代（1960（昭和 35）年～ 1989（昭和 64）年） 
本章でいう昭和時代とは、本研究関連放送番組の最初が 1960（昭和 35）年であることから、
1960（昭和 35）年から 1989（昭和 64）年までとする。
この時代においては、以下の 6本の三池炭鉱関連の放送番組がある（【　】の数字は表 1の
ID 番号。以下、副題と ID 番号で番組を表記する。）。ただし、1974（昭和 49）年以降の昭和
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表１ 視聴番組一覧 
ID 放送年月日 番組名 副題 
１ 1960/05/08 日本の素顔  三池 
２ 1960/09/11 日本の素顔 黒い地帯～その後の炭鉱離職者達～ 
３ 1961/12/17 日本の素顔 黒い墓標－石炭産業合理化の断面－ 
４ 1963/12/21 現代の記録 この生命ある限り 
５ 1970/01/23 現代の映像 三池の 10 年 
６ 1993/04/10 ミニ番組 近代化遺産 「三池港」 
７ 1995/06/03 NHK スペシャル  戦後 50 年そのとき日本は 
第 3 回「三池争議 激突『総資本』対『総労働』」 
８ 1996/01/29 ふるさと おもしろ博物館 世界が見えるカルタ博物館～福岡県大牟田市 
９ 1997/02/17 クローズアップ現代  ヤマが消える～三井三池炭鉱閉山～ 
10 1997/04/09 ETV 特集 三池炭鉱閉山第１回 忘れられた患者たち-三川鉱 CO 中
毒患者長期追跡調査‐ 
11 1997/04/10 ETV 特集 三池炭鉱閉山第 2 回 長い坑道-元坑夫がかたる炭鉱史- 
12 1997/07/20 新日本探訪 炭鉱は消えても～大牟田市・再出発の夏～ 
13 2000/12/03 NHK アーカイブス テレビの青春 ドキュメンタリ－「空白の歳月」（1973 年制作）他 
14 2002/03/05 ETV2002 シリーズ 日本を支えた黒ダイヤ第 1 回 
15 2002/03/06 ETV2002 シリーズ 日本を支えた黒ダイヤ第 2 回 
16 2005/08/31 福祉ネットワーク 「シリーズ 地域で考える認知症」－安心して出歩ける
町を作るには－～福岡県大牟田市のとりくみから～ 
17 2005/09/07 福祉ネットワーク 「シリーズ 地域で考える認知症」－子どもから意識が
変わる～福岡県大牟田市のとりくみから～ 
18 2006/06/14 福祉ネットワーク 福岡発 地域で支える認知症～動き出したコーディネー
ター制度～ 
19 2008/05/16 難問解決！ご近所の底力 認知症 
20 2008/11/18 プロフェッショナル 仕事の流儀 介護はファンタジー～認知症介護 大谷るみ子～ 
21 2011/09/08 福祉ネットワーク  シリーズ認知症と向き合う(4)「本人交流会の現場から」
22 2013/11/30 ETV 特集 三池を抱きしめる女たち～戦後最大の炭鉱事故から 50 年～ 
23 2014/05/27 視点・論点 認知症を考える（２）安心して徘徊できる町 
24 2015/06/14 認知症キャンペーン 広がる地域の集い 認知症カフェと交流会 
25 2015/07/02 認知症キャンペーン 認知症のサポーターになろう 
26 2015/07/19 認知症キャンペーン もし町で出会ったら 




「日本の素顔 7）三池」（1960（昭和 35）年 5月 8日）【1】
「日本の素顔　黒い地帯～その後の炭鉱離職者達～」（1960（昭和 35）年 9月 11 日）【2】
「日本の素顔		黒い墓標－石炭産業合理化の断面－」（1961（昭和 36）年 12 月 17 日）【3】
「現代の記録　この生命ある限り」（1963（昭和 38）年 12 月 21 日）【4】
「現代の映像　三池の 10 年」（1970（昭和 45）年 1月 23 日）【5】
「空白の歳月－三池 CO患者の 10 年」（1973（昭和 48）年 11 月 9 日。「NHKアーカイブス	





送時は、1960（昭和 35）年 1月 25 日からの会社側のロックアウト 10）継続や三池炭鉱労働組合
（以下「三池労組」という。）の無期限スト継続、三池労組と三池労組から分裂した三池炭鉱新
労働組合（以下「新労組」という。）の衝突、暴力団の介入による三池労組組合員刺殺という物々
しい状況であった。同年 9月 11 日放送の「黒い地帯～その後の炭鉱離職者達～」【2】の時期は、
中央労働委員会 11）（以下「中労委」という。）の斡旋案受諾の動きがあった。同年 11 月 1 日の
三池労組の無期限スト解除と会社側のロックアウト解除による三池争議終了から 1年余りたっ
た時期に放送されたのが、「黒い墓標－石炭産業合理化の断面－」【3】であった。そして、三



















続いて、1960（昭和 35）年 9月放送の「黒い地帯～その後の炭鉱離職者達～」【2】と 1961（昭












最後に、1970（昭和 45）年 1月 23 日放送の「三池の 10 年」【5】。番組開始部分で、1970（昭













本節では、1963（昭和 38）年 11 月 9 日に発生した三池炭鉱三川鉱 15）での坑内炭じん爆発
事故に関する 2本の番組を取り上げる。なお、この戦後最大の爆発事故の人的被害は、死者
458 人、CO中毒患者 839 人にのぼった。

















状況の苦しさが語られる。この番組は、2000（平成 12）年 12 月 3 日放送の「NHKアーカイ
ブス	テレビの青春」【13】の収録番組でもある。そこでは、1973 年の番組に登場した患者や家


































次に、文化に関しては、「近代化遺産『三池港』」（1993（平成 5）年 4月 10 日放送）【6】と「世











三池炭鉱を含めて 3つしかなかった。しかし、累積赤字が 730 億円まで膨らみ、会社側は 1997










三池炭鉱従業員 1,200 人（平均年齢 48 歳、地元での再就職希望者 90％以上）の解雇と会社側
準備 1,700 人分の再就職先のマッチングの問題、下請けや関連企業への影響（廃業や 1,000 人
超の失業見込み）、少ない誘致企業数（2社）。加えて、閉山前に会社の斡旋で東北地方の鉱山








日本における最後の炭鉱、北海道釧路市の太平洋炭礦は、2002（平成 14）年 1月 30 日に閉
山した。そのすぐ後、3月 5日と 6日に放送された「シリーズ日本を支えた黒ダイヤ第 1回」【14】

















に 2本、それから 16 年後に 1本ある。閉山直後の 2本とは、「三池炭鉱閉山第１回　忘れられ
た患者たち－三川鉱 CO中毒患者長期追跡調査－」（1997（平成 9）年 4月 9 日）【10】、「三池
炭鉱閉山第 2回　長い坑道－元坑夫がかたる炭鉱史－」（1997（平成 9）年 4月 10 日）【11】で
ある。ここでは、1本目の番組に着目する。番組では、事故から 34 年目に大牟田市で行なわ
れた熊本大学医学部精神神経科OBの医師たち（34 年前 CO中毒患者を診察した同じメンバー）












2013（平成 25）年 11 月 30 日放送の「三池を抱きしめる女たち～戦後最大の炭鉱事故から
50 年～」【22】では、事故から 50 年、今も CO中毒に苦しむ人達がいる事実が伝えられる。そ
れと同時に、病気を抱えた夫を支えて生きる中で、夫の現実や炭鉱事故と向き合ってきた妻た
ちの半世紀が語られる。例えば、事故当日の状況、事故後の夫の変化、家族会のこと、CO中
毒患者救済を訴えた家族（女性 75 名）による 144 時間坑内座り込み、裁判を巡る状況、子育て。










２．認知症・高齢化（2005（平成 17）年～ 2016（平成 28）年）
公的介護保険が施行された 2000（平成 12）年 4月、認知症対策が強化された改正介護保険
法が動き出した 2006（平成 18）年 4月。この間に、NHKの福祉番組で取り上げられたことか
ら、大牟田市における認知症に関する取り組みが全国的に有名になった。
2005（平成 17）～ 2011（平成 23）年までの「福祉ネットワーク」では大牟田の取り組みが
4本ある。
・2005（平成 17）年 8 月 31 日「『シリーズ　地域で考える認知症』－安心して出歩ける町
を作るには－～福岡県大牟田市のとりくみから～」【16】
・2005（平成 17）年 9月 7 日「『シリーズ　地域で考える認知症』‐子どもから意識が変わ
る　～福岡県大牟田市のとりくみから～」【17】
・2006（平成 18）年 6月 14 日「『福岡発　地域で支える認知症～動き出したコーディネーター
制度～』」【18】














れた；「認知症」（2008（平成 20）年 5月 16 日）【19】。認知症で徘徊したお年寄りが事故にあ
うことが全国的に相次ぐ中での認知症の徘徊を地域で支える妙案として、福岡県大牟田市から
商店やタクシー運転手など 2000 人が参加した活動が紹介される。そして、大牟田市のはやめ
南人情ネットワークの 2人がゲストとして登場し、自分たちのスローガン「1人の 100 歩より
100 人の 1 歩」のもとでの協力体制について自信をもって誇らし気に語る。また、同年には、
大牟田市における認知症介護のリーダーである大谷るみ子が「プロフェッショナル　仕事の流
儀」【20】に登場し、地域や人（利用者、スタッフ）と向き合う姿が映しだされる。
大谷は、2014 年の「視点・論点」（【23】）、2015 年の「認知症キャンペーン」（6月 14 日【24】、
7月 2 日【25】、7月 19 日【26】）にも登場し、以下の 3本の番組で大牟田市の取り組みを中心
に話をした。特に 1番目の番組では、既述した 2005（平成 17）～ 2006（平成 18）年までの「福
祉ネットワーク」3本の背景も含めて語られている。
・「認知症を考える（２）安心して徘徊できる町」（2014（平成 26）年 5月 27 日）【23】
・「認知症のサポーターになろう」（2015（平成 27）年 7月 2日）【25】
・「もし町で出会ったら」（2015（平成 27）年 7月 19 日）【26】
上記 1番目の番組においては、全国の認知症の地域づくりのモデルになっている大牟田市（放

































































さらに、1998（平成 10）年 10 月に大牟田市で開催された「歴史を生かしたまちづくり」シ
ンポジウムでパネリストの熊谷は、三池には負の遺産が多すぎる、閉山ですべてを忘れて次へ
行った方が良いのではないか、という会場からの「負の遺産」という言葉に動揺したという（熊



















１）2009 年 4 月の第 32 回北海道自治研集会分科会「地域からつくる保健福祉のしくみ」での
報告で、はやめ南校区での徘徊模擬訓練について次のように述べられている。「2005 年 2
回目の時（引用者註：2005 年 7 月実施の第 2回目徘徊模擬訓練のこと）、NHKが TV収
録をして特番で全国放送したことから知られるようになった。」（小野晃とはやめ南人情
ネットワーク世話人会（2009）「やさしいまちづくりは " 向こう三軒両隣大作戦 " でいこ
う！」自治労『第 32 回地方自治研究全国集会レポート・報告書集』（http://www.jichiro.
gr.jp/jichiken_kako/report/	2017 年 10 月 16 日検索））。
２）アーカイブ（archive）とは、公文書や公文書保管所のことをいう。また、NHKアーカイ
ブスとは、「ラジオ放送開始からおよそ 90 年、テレビ放送開始から 60 年余りの間に作ら
れた番組や台本、番組にかかわる記録、番組を作るための素材、さらにデータベースな
どその保管の仕組みや埼玉県川口市にある保管施設などを総称」のことをいう（http://
www.nhk.or.jp/archives/about/　2017 年 10 月 17 日検索）。
３）「炭坑」とは石炭を掘る穴・坑道のことであり、「炭鉱」とは石炭を掘り出す鉱山のことをいう。






６）NHKラジオ第１では、1984 年 10 月 28 日にラジオドキュメンタリー「地底の 32 時間」
が三井三池有明鉱の坑内火災からの生還の記録として放送されている。
７）東野によると、「日本初のテレビ・ドキュメンタリーは、NHK総合テレビで放送された『日
本の素顔』（1957 ～ 64）である。」（桜井・東野 2012；2）。
















35）年、争議開始時には組合員 12,800 人、組合分裂時 9,700 人、1970（昭和 45）年現在 1,754








or.jp/archives/document/index2.html より 2017 年 10 月 31 日最終検索）。
17）現在の名称は「大牟田市立	三池カルタ・歴史資料館」（愛称：「カルタックスおおむた」）
という。これは、日本のカルタ発祥の地を記念して建てられた大牟田市立三池カルタ記念









研究と調査』2011 年 4 月 ,	38-57.
・NHK取材班（1995）『NHKスペシャル戦後 50 年その時日本は	第 2 巻』日本放送出版協会．
・大牟田市（1963）『大牟田市政だより』No.110（昭和 38 年 12 月 10 日）．
・大牟田市（2008）「大牟田のあゆみ（昭和時代）」（http://www.city.omuta.lg.jp/hpKiji/pub/
detail.aspx?c_id=5&id=4401&class_set_id=1&class_id=377　2017 年 10 月 21 日検索）．
・大牟田市（2017a）「大牟田市の高齢化統計（平成 29 年 9 月 1 日現在）」（https://www.city.
omuta.lg.jp/hpKiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=4010&class_set_id=1&class_id=210　2017 年
10 月 16 日検索）.
・大牟田市（2017b）「大牟田市立三池カルタ・歴史資料館」（http://www.city.omuta.lg.jp/hpKiji/




html　2017 年 10 月 31 日検索）.
・小野晃とはやめ南人情ネットワーク世話人会（2009）「やさしいまちづくりは " 向こう三軒
両隣大作戦 " でいこう！」自治労『第 32 回地方自治研究全国集会レポート・報告書集』（http://
www.jichiro.gr.jp/jichiken_kako/report/	2017 年 10 月 16 日検索）.
・桜井均・東野真（2012）「制作者研究〈テレビ・ドキュメンタリーを創った人々〉【第 1回】
小倉一郎（NHK）－映像と音で証拠立てる－」『放送研究と調査』2012 年 2 月号，2-21.
